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Abs匙ract

　 In　my 　investigations，　systematic 　color 　names 　are　us θd　mQre 　often　in　written　Ianguage　than 　verbaI

Ianguage、　 With　this　mind ，this　article　shall　conGentrate 　on 　the　use 　of　written　systematic 　cQ10marnes

and 　include　comparison 　of　spoken ＄ystematiccOlor　names 　inthe　attempt 　to　probethe　characteristics

of　Chinese　systematic 　color 　names ．　 lnvestlgation　of　written 　color 　names 　takes　into　account 　malor

wrlttens 　through 　the　ages 　and 　lncludes　stat［stical　compi ［ation　of　cobr 　names 　used 　and 　thelr　respec −

tive　number 　of　apPearances 　in　these　writtens ．　 Here，　lf　we 　isolate　the　systematic 　color 　names 　and

respecti ＞e　modifers 　which 　apPear 　at　a　greater　frequency ，
　we 　can 　put　together　a　group 　of　systematic

co め r　names 　cQmmoniy 　used 　in　written　 Ianguage ，　 One　of　the　charaGteri ＄tic＄ of　written 　systematic

color 　names 　is　brevity，　which 　differs　from　the　relatively　Ionger　systematic 　color 　names 　found　 in

English　or 　Japanese ，　 ln　Chinese ，　when 　systematic 　color 　names 　are 　overly 　Eong，　they　are　liable　to

becorne 　phrases．【f　these　systematic 　GolQr 　names 　are 　Gombined 　with 　the　systematiG 　color 　names

derived　 from　 investlgation　of　spoken 　Ianguage 　and 　then ＄ystematized，　a　 practical　 set 　 Qf　Chinese

sy＄tematic　color 　names 　Gan 　be　obtained ，

要　旨

　筆者の 色名調査 で は，「話し言葉」よ りも 「書き詰葉」の系統色名数の ほうが多 い。 本 論は 「書き言 葉」にある

色名を中心に検討するが，「話 し言葉」にある色名とも比較 して，中国語にある 系統色名の特徴を探求 しようとす

る もの で ある 。 「書き書葉」にある 色名の 調査は，・古来の 文献を対象と して，そ の 使われた色名と使用 した回数 を

一
々蘗計 した 。 即ち ， その申の使用頻度の高い系統色名 とその修飾語 とを選定すれば，実用的な中圈語の系統色名

セ ッ ト案を組み 立 て る こ とが出来 るで あろう 。
こ のような色名の条件 は ， 長すぎな い こ と である 。 長すぎる と

， 名

詞 で な くな り， 熟語になる虞れ がある 。 それは英語や 日本語 に ある長 い 系統色名 と は異なるものである 。 これ らの

系統色名は ， また同 じ調査によ っ て 得られ た 「話 し言葉」にある系統色名と組合わせ て
， その色名の組織化を試 み

れ ば，最終的 に実用性のある中国語の色名 セ ッ トの色名構成の箪案が出来るの で はなか ろうかと考えた。
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　1。「書ぎ言葉」にある色名の調査

　前報でもふれ た ように，筆者は中国語 に あう系統 色

名の創出を考えている ， それに対する調査は ，

「騨用色

名の 調査 と同 じように ， 「書き言葉」と 「話 し言葉」

とにある色名の 両方を調査 して ぎたが，「書き言葉」

に ある色名数は，系統色名の ほ うが多か っ たの で，

「書き言葉」にある色名の研究 は ， 系統色名に重點 が

おかれた 。

　今 回， 筆者はまた 55冊の 古来の 著作にある色名とそ

れぞ れ出て きた回数を
一

々調べ て 表 1の ように集計し

た 。 つ まり
一

冊の本の中にあるすべ ての色名を記録し

た 。 更に同 じ色名 こ と に ， その出現 した回数を集計し

た 。 こ れ らの著作は，あ らゆる種類の書物をも含ん で

表 1　 「書き言葉」に ある色名を 調 査する ための古来の著作一
覧表

分 類 と 書名 分類と 書名 分類

誓

中国古 代哲学 史文 献選集

中国美学 史文 献選集

文 芸心理 学

商業心 理 学

〜

置

儀禮 服 飾考

台湾 の 由地

台湾 の 原始

バ イ ブル

佛典エ ッ セ ン ス

中国道教 史

台湾 民間倍仰 論文集

台湾 宗教 芸術

自

窯、
搾

槙 物 名実図 考上 ，下

動 物学 大辞典 上，下

檀 物学 大 辞典 上 ，下

地 質鉱物学大 辞典

台湾 脊椎動物 誌

台湾鳥類カ ラ
ー
図鑑

台湾 の 水鳥

台湾 の蛇 類

台湾常 見植物 図鑑

台湾 高山檀物

骨董 指南

台湾 省 史料

台湾省史料

台湾 省 史料

．、
　

　

　
　
　

　
　
　

　
ロ

　　　　　　　　　　・
自 訝文 解字 注

辞海 上 ，下

北京 語 ，台湾 語対照 常用 辞＿ 轟
’　　　　 一 L」一一一ゴ　一「「．一

紅楼 夢

金瓶 梅

　薔 藩

金色 の 蛇 夜

現代 中 国新 しい 文学 大 糸上，F　T广

用

孝：

天 工 開物

營造法式

中国 古代建築 史

本 草鯛目 L ，中，ド

現 代 工 芸概論

陶瓷 譜録 上

玉石 古 器譜

鰯譜

中 蟹宋 元瓷

色彩学

台湾 早 期 民

台湾 民間芸

台湾 高砂 文

蓑 2　「紅楼夢」に ある 色 名の 調査 統計表 （局 部）

い るの で，全部で 9大分類に分けられて い る，即ち哲

学 ， 宗教，語学 ， 文学，自然科学 ， 応用科学，社会 ，

歴史 と地理 ， 芸術な どの書物である 。 そして各分類は

それぞれ古来の 斯界の 名著を選ん で ， その 使う色名と

それぞれの使用頻度を調べ た 。

　これらの著作の中に，編集されたものが多い ので，
一

冊の本の中 に は時々 ， また い くつ かの本や論文を含

ん で いる 。 例えば， 陶瓷譜録 （上）にはなお古窯器考，

陶説 ， 陽羨名陶録 ， 景徳鎮陶録な どの古書 8冊を含み ，

陶瓷譜録 （下）には茗壺圖録，飲流齋説瓷，匐雅，琉

璃志などの古書 6冊 を含み，玉石古器 譜録には雲林石

譜 ， 玉紀 ， 古玉考， 骨董十三 説などの古書 9冊を含 み ，

繍譜にはまた絲繍筆記，刺繍書簧録，女紅傳徴略など

　　　　　　　　　　　　の古書 6冊を含んで い る 。

　　　　　　　　　　　　しかし，古書で あるから特

分類ど瀦
一『一．

コ　　　　に 部厚 い ものではな い 。

図書 分類 書　名 作　者　作者本 籍 べ
一ジ数

「一一一一尸、國　 ．．　　　 广
　出版年1内一 一、L．．
　 1791年

鵬礁餓 酩の総購

文 学 類

『一 ．…
紅 樓 夢 曹雪 芹 滿 卅 1，040頁 108蟹 954回

名　 　色 名の 出たペ ージ 名の番号 う国 色名 の 出た ペ
ー

ジ 名の齶 隙

紅 775956 Roo3
　 　 名　」 一
2 ・色　一　一　
　 耆紫

亘歪4288 B3151
2222654 ？o

一、
POO61

741581720 α 22171を4。 粟 ig8 P1131
24

一广一
24524253271304 臼 口 949 广一

338342344242425 白 597
．广了．一一
．一．曲三

旧 09．一『罰」
WO52．　吊酌．
WO94

ζ

一廴
243243744459

　

　

　

　

　

　

　」

紅

　

　

面

5757562665
霾 259

［

5旦1796
ROI2

一 凵
go93

39

．
1
．

　旦’
臼

19430639442
？ 955 刷 田 3

型 9田1一 lO331−1齣 W3701

68
．． T

’
墨

　朱

旦93842

ガ5531314RO539
19呂 19250448紅… ■一了

紅 158288 冶25 蛎
一R161．一一
R22314 赤 224263288428445

赤 B5 R324 玉

233

§1
、．

RO55

　．「．
RO91

6

．4鋒 557 R3931 篝 74153271
黄 呂53 Y1081 赧 94 R295 ［

黄 347 Y1841 7920 〜6　 45r−　
　 24π广」 GOIO1 65

豊
m8HB7青綿

　悪 358
「r巾 、1．

窟0721 ll
旦9138．塾巨

14i143150152 民052197
翠 348 62241

鉦

「、h− ．

堊50163L56 ［76192Z43

掾 建 6338　 1、一一．L」　 246n．」．一 283303 ［ 3玉 ヒa

　 こ う い う色名と使用頻度

の調査 につ い て，こ こ で は

「紅樓夢」を例と し て説明

して み た い 。 ます 9種類の

書 籍 に ， そ れ ぞ れ r紅 樓

夢」の ような有名な著作を

選ん で，そ の基本資料とし

て ， 図書分類， 書名 ， 作者 ，

作者の本籍 ， 全 ペ ージ数，

出版時期を
一

々記入 した 。

そ して 調査した後に，使わ

れた色名の総個数，使われ

た色名の総回数を集計 し，

表 2に示 した。作者の 本籍

を記入する の は，本籍は色

名の使用状態に影響ある要

素で ある と考えられる ため

で ある 。 色名の 総個数 と総

回数と は そ れ ぞ れ異な る 次

元で あ るから，別々に記入

する必要 もあろう 。

　調査の途中に，色名の番

号を付けたのは，コ ン ピュ

ータで 統計するた め で ある。

そ して色名の出た ペー
ジを

記入 したのは ， 統詳の根拠

で あるとともに，色名の使

い 方を調べ る の に役立 て る

［ ＝ ：二二 ＝：二二二二 ＝ ＝＝ コ la5
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ため で ある 。

　表 2に示した 「色名」はどんな色をして い るの か ，

特に色表示 （例えばHVC など）は示 して い な い 。 本

研究で は ， 「色名」として の 字句 が問題視され て い る

か らで ある ，以下論文の 全文を通して い え る事柄であ

る 。

　表 2は文学類の
一

冊の本の統計 に過ぎないが ， その

使用頻度の高い色名 ， 例えば大紅 （中国語色名 の
一

種 。

以下全 て の 申国語 の 色名は太字 で 示す），微紅，朱，

赤，紅な どは後述の表 4に禽まれて い る 。 これは
一

冊

の本からの調査結果であるが ， 全体の調査結果と深 く

関連して い る こ とを意味する。

　2．色名調査 の結果

　そ こ で 調査件名を増や し，55冊の著作か ら，E，195

個の色名を収集 した 。 それらは色名の種類を問わず に ，

全部で 72，917回使われ て い る 。平均 して
一

冊 当り40個

表 3　五 十五 冊の著作に使われた色名統計表
一一幽广1
計 の 項 目 ＼ 著 作 分類　尸『 尸冖 尸．『 文学

業
自然科学蕉 雕鞭 社 会 史と糶 芸 術

罪
全 体

調査 す る冊 数

皿学尸r−　
　 　4

宗 教 類 誰 学
』

「．一 ゴ．− m
　 　 5　　 4 4　　 9．一 　一．

色名総個数 鏗

　 6　　 13、．一 ．　−
385　 U77油．　 广．．　

　 64　　 91

　 7−一一一ゴ
璽

　 69

　 　 3−
　 183．一．「一
　 5［

7旦

　 55−一 、广
2195

一册 平 均 に 使 う総個 数 2170
　 733

［履
一

183
．亀1520479 内一 一

　40
　 　 　色 名総 回数一L广．　 708823 　 B687518432238 IZll823278 ［o ？2917

册 平 均 に 使 う総 回 数　　　　　　　『 ．LL 864　 248080a4
　−−
li454D42058 呂681325

色 名の 使われ た回数．國巾τ一目

　 1？7．『
　 　 8

　 165　 呂1？2T　 ． 广「．
　 ［2　 　 【2

．． 一「
［4　　 z717710u23

表 4　 本研究により選定された 「讐き言葉」に ある常用的な系統色名 〔案）

色 糸 基 本 基 本色名 修飾 語 と基 本色名 複合 す る 合言

色 名 の 組 合せ と の 組 合 せ 色 名

訂 震 朱 紅　 橙紅　 銘 鮮紅 　大 紅 　淡虹

赤色 糸 響 誘 蕣 鰄 赫 黻 攤 深紅 24
翠 鰺 紐 7 丿け 淺 紅 　紺

暗紅 　 齶 ξ广．一『．一ゴ广
　色糸

一冖 、」曲．
橙 　彦

一．、1−『 7『
　鰐 赤褐　嬲 瀦『覆 鏘 鑼 魔鏘 鰄 拶 20

褐 　綜 耀 黄褐　 紫褐 齪 縦 丿6『 筋 輩 鏃 置『 ．一尸一 「．『．L「
蝣 綬 掾黄

焦

色糸 毒 灰 黄　 翻 r 讃 鮮黄　淡 黄 　縦 繍 躍贈 19
橙 黄　 讃 」甜 暗 黄　淺 黄 　深 黄

」落響 一．ヒ．．广
拶 霽 黄 縁 　青掾　 翠怒 鮮探　齷 淡馨

色 集 謬 動 難 羅 深響　 丿嫁 醪 凝謄 22

藍 縁 　躍 淺緑　暗 録 　黔

灰篝

浮 葦 青 藍 　 飴 　甜 ．オ淳 深 藍 　 1炎藍

青色 糸 盞「 灘 島 響 欝 紮 藍 滯 礎 淳 黯 19

醗 翻 r 轄

、色 糸 紫 紅 索 　青 紫　鰰 麟 淡紫 　深 紫 麗蟹 13
紫黒 　搬　　　 ゴー 一 黒紫　 齢 暗 紫　1．一 一一 一

白　 接 飩白　辮 談 灰

拶 灰 深灰 　灰 白　暗 茨 24

白黒 系 夏
‘

穿 烏 黒 滋 響 驟 紺

黒 　 、齪 瀕 灰黒 　黒 灰

．L一了r 瓣 蠏 黔 ．一 ．．一一「．．、．．．『．
合 計 26 　 　 47一 一「一一一．． 　 　 　 60曲1− 一一．一广一一・一一．＿　．蝿　一一．一．卩 生．

備考：t．翠馨，翠藍，墨馨鈩あるs味では1 慣思色名とされた塔合もある。

　 2、新体文字ほ「書き吉薬1にある常組曲な条範色名，正体文字は「書き言菊 と「話し盲粟」との重復する集韈邑名，重腹する色翕数は55個である。

（そ して 1，326回）の色名が表 3のように使われており ，

一
個 の色名が重複 して 出現 した回数は平均として 23回

で あ っ た 。 また ， 色名の種類によ っ て そ の使われた回

数は， 1回か ら 8，50個 （白色〉ま で，状態は ま ち ま

ちである 。 その中に使われた回数の最も多い色名を取

り出して ， 全部で 14umaの系統色名 があ り， 表 4 に示

した 。
こ の 「書き雷葉」にある系統色名は ， また 「話

し言葉」にある系統色名 （表 5）と合わせ て 174個の

系統色名セ ッ ト・となる 。

　その中にそれ らの出現 した回数は，8，501回か ら37

回まで で あ っ た。 そして 37回の 色名は何ゆえにベ ス ト

lti1に入る かと い うと，全部 で 2，196個の 色名の 中の ，

その 38％の色名，即ちB26個の色名は
一

回 しか使われ

て い なか っ た か ら で
， それか ら二 回 ，

三 回 しか使用さ

れなか っ た色名も多種占めて い るので ，
こ こでいう少

くとも37回以上使われた色名は ， 使用頻度の 高い 色名

で あり， 常用 的な系統色名と い え る 。 そ して そ の中の

　　　　　　　　　　　　 使用頻度のベ ス ト5は， 

　　　　　　　　　　　　 白 （B ，501 回 ），   黄

　　　　　　　　　　　　 （Eヨ，195匝］），　◎ 黒　（4，678

　　　　　　　　　　　　 回），  紅 （3，957回）， 

　　　　　　　　　　　　緑 （3，2］9回） で あ り， そ

　　　　　　　　　　　　 の次は  青 ，   褐 ，   赤，

　　　　　　　　　　　　   紫 ，   灰，  藍と  橙と

　　　　　　　　　　　　 で ある 。 また 「書き言葉1
　　　　　　　　　　　　 に ある慣用色名と系統色名

　　　　　　　　　　　　 と に は合わせ て ベ ス ト193

　　　　　　　　　　　　 個の色名があるの で，表 12

　　　　　　　　　　　　 によ っ て示した 。

　　　　　　　　　　　　　 上述したよう に，
一

冊の

　　　　　　　　　　　　本 に現われた色名は ， 平均

　　　　　　　　　　　　 して 40個で あ る が ， 個別的

　　　　　　　　　　　　 に見ると，色名の種類が最

　　　　　　　　　　　　 も多い歴史と地理類の本に

　　　　　　　　　　　　 ある色名は，平均 して
一
冊

　　　　　　　　　　　　 当りに 204個が あり，表 1

　　　　　　　　　　　　 に 示 し た よ う に
，

この 分類

　　　　　　　　　　　　 の本は，主 に古代の骨董品

　　　　　　　　　　　　 や地元 の 生 物な ど カ ラ フ ル

　　　　　　　　　　　　 なものと関係する著作だか

　　　　　　　　　　　　 らであろう 。 色名の種類が

　　　　　　　　　　　　最 も少な い本は ， 宗教類 で

　　　　　　　　　　　　 あ り， バイブルを含 めて 平

　　　　　　　　　　　　 均 して
一

冊当 りに 14個の 色

［一 ］ 116 ［ ：−
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名しか使われて いない 。 次は哲学類であり ， 平均 して

一
冊 こ と に21個の 色名しか使われ て い な い

。 そ の原因

は，これ らの著作 には抽象的な内容が多いか らで あろ

うと考えられる 。

　全体か ら見 る と
， 平均 して

一
個の色名が重複 して使

われた回数は23回 で あるが ， 個別的に見る と，
一
個の

色名が重複的に使われた回数の 最も多い 自然科学類の

本では，平均して
一個の色名は27回まで上回るの に対

して ，

一
個の色名が重複的に使われた回数 の最も少な

い社会類と宗教類の本で は，表 2に示される ように一

個の色名は 7回しかない 。 歴史地理類の 本で は，平均

して
一

冊 当りの色名の種類 は最も多いが ，

一
個の色名

が重複 して 使われた回数は 10回 しかな い。

　要するに，こ こ で 繰り返 して ，色名の 使用回数にふ

れた の は，筆者の選定した表 4および表 5に 示 した系

統色名 （案）は，全部各色名こ と に前述のような使わ

れた回数 ， ある い は使用頻度に基づ い たも の で ある 。

　3．「書き署葉」にある色名と他の色名セ ッ トとの比

較

　表 4 に示 した調 査結果 は か つ て 筆者の 「色名の 初段

階謌査と研 究」
D
に発表したもの を整理 したの である

が， も し他の色名セ ッ トと して 「色 譜」a と 「中 国の

伝統色」
3＞
と にある系統色名 と比 べ る と ， 興味あ る結

果になる 。 以下 「三 っ の 中国語の 色名セ ッ ト」と い う 。

衷 5　 本研究に よ り選 定 され た 「語 し言葉亅 にある 特有の 常用的な系統色 名 （案）

基 本色 名 の 組 合せ一一一 ．7“
紅色 糸 赤紅 　鉦 棕 　葹鉦 　 殷 紅 　 紅 灰　　　　　　　　　　　　．、
橙 色 系 紅橙 　 黄橙　 橙灰

黄色系

録免 系

　　　　　　　　　　一一一一．
紫碧 　壕 灰　 、

青色 系 録青 　翠 籃 　藍 殀

紫色 糸 藍紫 　紫 灰

白黒 糸

小計一．1、．一 　 　 　 　 　 15「．．．一一．h −　 一． ．一一．

　．．一懺 諳 と

艶 紅

淡 遷 　深攫

艶黄

嫩婁．墨墾

鮮藍 　艶 藍

淺紫 　灰 紫

淺灰 　黝 黒

まず ， 修飾語のない系統色名か ら見れ ば，表 6に示し

たように．
一

文字の 基本色名と して は，本研究は26個

で あるが，「色言剖 は黒とい う基本色名 冒固しかない 。

「中国の伝統色」には基本色名が全くな い 。 基本色名

を採用 して い ないの は ， 色 覓本のために特に作っ た た

めで あろう 。 そ の 代 り，基本色名を組合せた 二文字，

三 文字系統色名 （修飾語を付けな いもの）は広範に用

いられて い る。この ような色名の全系統色名に占める

比率は，本研究案は35％ で あ り，「色譜」で は26％ で

あり，「中国の伝統色」で は4ア％ で ある 。 本研 究案で

は表 6 に 示すよう に 両者の 中間 に属する 。 参考 ま で

J ［S の 色名 の基本色名 は
一

文字が 5個， 二 文字が 5

個 で あ る。

　次に表 6と表 7から見る と，三 つ の 中国語の色名セ

ッ トで三 文字以上の系統色名は，あま り多くな い 。 特

に表 7 に示され た色名 はUIS の 色名 で た とえ る と ，

「明度および彩度に 関する 修飾語」を付 した系統色名

に相当する 。 JIS で は 「こ く う す い」「うす い」「明

る い灰」な どの修飾語を基本色名に冠 するが ， 中国語

の 色名で は 「淡」「淺」「淺灰」などと
一

字または二 字

漢字を 添 え る 。 「色譜」に は ，三 文 字の系統色名 は淡

紅灰，淡絳紅，淡灰緑，淡緑灰 ， 淡藍灰 ， 淡翠緑 ， 淡

藍紫 ， 淺灰緑 ， 深灰藍 ， 暗藍紫 ， 中紅灰 の 11個 しかな

い （その 系統色名の 22％）。 「中国の伝統色」には，三

文字の系統色名は黄棕色，紫絳色，淡灰緑，深褐色，

　　　　　　　　　　　 淺黄棕の 5個しかな い （そ

　　　　　　　　　　　 の 系統色名の ワ％）。 本研

　　　 究案にも少ない，即 ち淡赤

表 6 三 つ の中国 語の 色名セ ッ トに あ る修飾語の な い系統色名比較表

色 名 セ ッ ト　　 　 　 色 糸

　　．
色 糸

廿
線 系 目 緑 色 青線 糸青色 糸 色 糸 自黒糸 名盈の合1宝級 色名　．π「广．

．本 色名

一一
羅

色 　　譜 　本 色名

の 組 合 せ　 紅 紅 　
驍
横

蘇

茨
源
縁

醒 採

　藍

　青 ．

目 灰
軸

藍

．一

紫

灰

一．一一．．．

ユー−

13

　尸
o

50

−

30
．本 色 名一

中 国 の 伝統 色 　 本色 名　 組

の 組 合 せ 　 虹

　 　 　 　 灰

　 色
一

綜 色 黄灰

苴

釁

　掾

　塚げ

　青

凹 灰

皿灰

紫

絳 色

．

14

本 色 名 ．ヱ墅
一内内一　一．7

本研 究案

　广一『一．了．
，本 色 名 （表4 と表 5 に あ る 基本 色 名 と その 組 合 せ を參照 ）

の 組合せ 62i74

褐 ， 淡黄褐 ， 淡灰掲 ， 淡灰

黄，淡黄白，淡黄緑，淡紅

紫，暗赤褐と 8個しかな い

（常用的な系統色名の 5％）。

こ れ らは中国語の系統色名

の 大きな特徴 で あ ろ う 。

　また，三 者の 紫色系の 常

用的な系統色名は皆 ， 最少

であ り， 「色譜」には淡 藍

紫 ， 紺紫 ， 紫灰の 3個しか

な い （そ の 系 統 色 名の 6

％），「中国の 伝統色」に も

絳紫，紫絳色，黒紫の 3個

しかない （その系統色名の

10％），本研 究案の 常用 的

な系統色名に は紫，紅紫，

［二ニ ー 二二］ 117 ［：二 ＝ ＝＝ ＝＝ ＝一 コ
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青紫，紫白，紫黒，赤紫 ， 濃紫 ， 淡紫 ， 深紫，黒紫，

微紫，暗紫 ， 淡紅紫 ， 藍紫 ， 紫灰 ， 淺紫，灰紫の 17個

で ある （常用的な系統色名の 9．7％）。

　そ して，表 Bに示すよう に 「書き言葉」にある色名

全体か ら見 て も
， 紫色系の色名は最少 で ある 。 つ まり，

筆者の調査した文献 に出た総回数か ら見ると，紫色系

の 色名は5．1％ しか占め な い 。 こ の 「書き言葉」の 状

態は 「話 し言葉」に ある色名 とほぼ近い 。 「話 し言葉 j

にある色名全体に は，紫色系 の 色名は B％ しか 占めな

い。 この紫色系の色名のあま つ使われな い状態は古来，

孔子が言 っ た 「紫が朱にと っ て代わるの はけ しか ら

ん」とい う見方とはなにかの関係があるように考えら

　　　　　　　　　　　　　れる 。

表 7　三 つ の中国語の色名セ ッ トにある修飾語の 付い た系統色名比較表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．系統色名 に用 い られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る修飾語の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　系統色名のもう
一

つ の 大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きな特徴は ， 修飾語の ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ と で あ る。そ して修飾語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で も調査する こ とができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要するに ， fl多飾語の選定 は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　系統色名その もの と同等 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重要と考え られる から，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 選 定 も 根拠を 明確 に し た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうがよい と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本 調 査 で 「書 き 言葉」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「話 し言葉」 に あ る 色名の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査 によ っ て得た全部の色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名数は 2．B55個 で あ る 。 ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たその中にある修飾語の全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては表 9に示されたように，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実 に多種多様で あ り，全部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で修飾語数は63個である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ らは2，B55個の色 名か
　　　　 表 B　 本研究案の 「書き言葉」にある色

　　　　　　　名全体の 色系分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら ・ その修飾語だけ取 り出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して統計したもの で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ れ らは勿論，主 に 「書き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言葉」にある系統色名か ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出た も の で あ り， 「話 し言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉」にある色名は主 に慣用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色名 で あるから ，

1

置用色名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は修飾語を使 う場合があま

表 9　本調査に現 われ て い る修飾語 （日3種）が系統色名に使われる 回数一覧表 　　　　　　りな い 。 参 考 ま で に JIS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 色名 の fl多飾語が 5個，明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度および彩度 に関する修飾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語が 11個で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ ら2，855個の 色名 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使われた修飾語 は，使用 さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた個数順位に よ っ て 並 べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れば ：淡，暗，深，淺，灰，
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淡 黄 臼　 淡 黄縁 　淡 鉦紫

飾篭

鮮
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本 研究
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　ガ．．一 ．．

咼 い 彩度

　 　 4
痺
一

44
婆一＿−4
　 ・25

　 3『一、−
　 23

一一L
　 16

軽　 　 1−一幽「
正 　　13

尸一『
美 中　　10 6 情　 喜

　 　 1明　 3 真　 　3 3 色 　3 鷲　 　2 嬬 　 　 1 標準　1 全．．．　 燮
　 　 且 1 粹 　 　1 一一．广

，い 明 度 　 　 1117 駐 ・　　 9 ．
　　 曾 重 　 　 3 黒 濃 　 1 烏透 　 1

　．一一
灘 暗　 1

‘
　 49 ・−　 37 臼　 24 弓　　19 老　 IG 淡 殀　 9 暗灰 　8

い 彩度
’
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濃，黒，微，鮮 ， 白，純，汚，大，亮 ， 正 ， 美 ， 中，

老 ， 焦， 淡灰 ， 暗灰 ， 嫩 ， 明， 薄 ， 窃 ， 艶， 淺灰 ……

などの63個である 。 そ して これらの修飾語の 中にある

ベ ス ト 9は ， 次 に述 べ る常用的な修飾語とも重複 して

い る。またその 中 の 大と艶は ， 臼，純，汚ぽど高い 順

位で はな い が，筆者の 4種類の 常用的な系続色名に使

われたばか りでなく，他の こ種類の中国語の 色名セ ッ

トの修飾語とも重複して い るから，そ の重要性は霞う

ま で もな い 。

　本研究の 調査結果 で は使用頻度の高い 常用的な色名

数は352個で あるが，中に は常用的な系統色名は 174個

で ある 。 表 19は常用的な系統色名の中にある修飾語を

示 したもの で あるが，それ らを まとめ て 見ると，全部

で EO個で ある 。 そ して 各色系は習濱的に異なる修飾語

が使われた 。 その 中に 1個の 常用的な系統色名に頻繁

的に使われた修飾語 は墨 ， 勁，嫩，白，抹，蔚，潔，

汚 で あ り， R個の常用的な系統色名に頻繁的に使われ

たfl多飾語 は純で あ る が， 3個の 常用的な系統色名以上

表 10 中国語の各色 名セ ッ トに ある修飾語が系統色名 に利用 された個数比較表
． 「一 、．．
著作＼修飾語淡 深 賭 淺　荻 黒 鮮 大 濃 摯 微 純 墨　一丁一肖　 一「←一

本研究 18
一」
lolo7664443321

色譜 102324 21 1
中国 の 伝統

．
33112 ｝ 1 2

汚 白 嬾 中 明 閃 正 潤 罌箸作＼修飾話．　．一　 1．
．杢蜀窒 ．

黔
　『

　 1

抹

　L．
．覇
　 1− 一广．

潔「』
イ 1 1

魚譜 1
一．1、
．一

．一广一一

21 11
中国の 伝統　一 、一 ．一 、L

2．
二．

　3
一 一　 1广ゴ 1

に頻繁的に使われ た修飾語は ：淡 ， 深 ， 暗， 淺 ， 肌

鮮 ， 艶 ， 大 ， 黒 ， 濃 ， 微の 11個で ある 。 それ らは本研

究で は，最も璽要な修飾語で ある。 しか し，こ こ で い

う 1個の常用的な系統色名は， 調査 した相手に よ っ て

3ア回以上も使われた使用頻度の高い色名であるの で，

1個の系統色名 しか使われた修飾語 とい っ ても ， 37回

以上 に，頻繁に使われた修飾語 になる 。 3個の系統色

名以上 に使われた修飾語は，その 使われた回数が更に

多くなっ た 。

　そ して，それらはもし他の中国語の色名セ ッ トと比

べ て 見れば，その重要性をも確認 で きるで あろう 。 14

人の学者に よっ て 選定された表 7 に示す 「色譜」にあ

る系統色名と比べ て み れば，その淡，深，暗，淺，灰，

鮮， 艶 ， 大 ， 黝 ， 蔚 ， 嫩などは ， 筆者の調査結果 と重

複して い る 。 こ の ような修飾語が壓倒的に両者によく

使われて い る の は，なんと い っ て も淡 で あり，両者と

も 10個以上の系統色名に使われて い る 。

　更 に表 7に示す王定理 に よっ て 選定された 「中国の

　　　　　　　　　 伝統色」にある系統色名と比 べ

　　　　　　　　　 て 見る と，そ の 淡 ， 深 ， 暗，淺 ，

　　　　　　　　　 灰，鮮，艶，黒などは，筆者の

　　　　　　　　　 調査結果 と重複している 。 そ し

　　　　　　　　　 て 両者によ っ て最もよ く系統色

　　　　　　　　　 名に使われたII多飾語は ， 同じ淡

　　 　　　　　　　 と 深 と で あ る 。

　　　　　　　　　　 こ の中に少な くとも 7個以上

　　　　　　　　　 の修飾語 は ， 三 つ の中国語の色

TO
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図 2　 紅の色域図
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図 5　 緑 の色 域 図

5R5YR 　 　　 5Y

図 3　 橙の 色域図

5B5BP

図 6　 藍の 色域図

5Y 5GY

図 4　黄の 色域図

5BP　　 sP5RP

図 7　紫の 色 域図
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名セ ッ トによっ て共通に使われた。 それから本研究の

修飾語の 大 と黒は，少くとも他の
一

種類の色名セ ッ ト

の修飾語 と共通的に使 っ た ， ただ濃 と微は ， 他 の 色名

セ ッ トにな い が， しか し， 濃は 44個 の 系統色名 ， 特 に

3個の常用的な系統色名に使われた色名で あり，微は

31個の系統色名，特に 3個の常用的な系統色名に使わ

れた色名で ，両者とも頻度の高い もの と言えよう 。 そ

して実用的中国語の色名セ ッ トを作るの に ， こ れらの

修飾語はどうして も漏らすこ との で ぎな い もの で あ り，

最も重要な根拠と考える 。

　5．基本色名が代表する色域と中心色

　次に，色名だけで なく，色名の代表色をどのよう に

決め る の か やは り調査 に よ っ て 行わな ければな らな い

であろうと考えた。か つ て ， 筆者は慣用色名の代表色

につ い て ， 慣用色名に利用した自然物や人 工物の 色 を

広範に測色 によ っ て 決めた
6）

。 今回，系統色名の 代表

色に つ い て は，利用できる 自
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白
然物や人 工 物の色がな い の で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5R　　 　　 sYR

筆者がその代 わり，中国語の

達者な知識人45人を相手に，

色名の代表色 をア ン ケ
ー

トに

よ つ て決めた 。

　その方法論をこ こ で討論し

て み た い 。 まず系統色名全体

か ら兒る と ， 基本色名以外の

色 名 は ， 勿 論 「Munsell

book 」や 「JI＄ ZB721
準拠　標準色剽 を試料とし

て被験者に各色名の 代表色を

一
々指定させ たが，墓本色名

に限 っ ては，バ
ー

リとケイの

やり方を採用して，マ ン セ ル

色票 にあ る有彩 色 320色 ， 無

彩色10色を選定 して 試料セ ッ

ト （standard 　 oolo 「

stlmuli ）と する 。 そ の 3EO

色は マ ン セル各色相の各明度

（明度 2− 9）に ある最高の

彩度の色票を選定したの で あ

る
刀

g

　即ち ， マ ン セ ル の 色立体に

ある全 て の有彩色の表面 とそ

の 無彩色 の 中心 の部分の 色粟

カ

ヨ

ゐ
　

　

　

だ

H

園
黒

図

（its　oolored 　surface 　and 　its　white −g 「ey ．

blaok　Gore ）
8）
を選定する 。 それは図 8， 9に示 し

たよ う に ， 横 に2．5R ， 5R ， 7．5R ， 10R， 2．5YR ，

5YR ……など の よう な配置をと っ た 。 ただ し，　 E．5R ，

7．5R，2．5YR などの 表示が省略される 。 そ して こ こ

に図示 したものには使わなか っ た色相の色票を省略 し

た ， 例えば図 アには2．5P〜10RP の色票を省略 した 。

ア ン ケ
ー

トする こ と は常用 的な 基 本色 名の map −

ping 　response の 調査を行うの である 。

　まず色域 （Golor 　range ）の調査 として被験者に

上述 の マ ン セル試料セ ッ トを見せ て ， 各基本色名が代

表 で き る 色票 か を広範に 指定 さ せ る，そ し て集計 し た 。

図 1〜 7の中の数字はどのぐらい の被験者によ っ て，

ある色票 をある基本色名の 色域内の
一

つ と指定 したか

を示す。数字が大き いほど，その指定 した人数が多い

こ とを示すの で ， 代表性も高くなる 。 ただ し，色域の

調査の結果か ら みる と，各基本色名の範囲がかな り広

5Y 5GY　　 　 5G 5BG5B 5PB

白，黒，紅，黄，藍の中心 色の分布図

5YR　 　 sY 5GY　 　 　 sG 5BG5B 51｝B5P

図 9　 灰，橙，緑，紫の中心色の分布図

表 1至 本研 究案 と」 旧 の 基本色名との 代表邑比較表

『
研究 案 本 色名 紅 橙 　　黄一崩广 窓

『冖
毒
一…一

皿
．一一 由
　 紫

中心色 5R4／145Y 臣7／142 ，5Y8／162 ，535／122 ．5BP5／125P4 ／12
本 色名　圃 凝 やかな赤‘一一 1 あざやかな黄 赤一 あさやかな黄 あざやかな緑 凝やかな青 あざ鋤1な紫

JIS 準 値 5R4／i頃 5YR7／145Y 巳／142 ．5G5／ll2 ，5PB4／12
本色名 赤 　 緑一 青

7，5P4／12．．「｛ 一一
　 紫

準 値ゴ．．　 广國、5R4／12
　黄赤一一r　 −
5YR5／lZ

　 黄、．一 ．．．．
5YB／［2a ，5G5 ／102 ．5PB4．5／107 ．5P5／10．ゴh ．一『
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が っ ているか ら ， 各色域図は ， 個別的に処理する，試

料セ ッ ト図全体を示して い な い と考え られ る 。 例えば

図 2の 紅の色域図は 5RP 〜10Rの 部分 しか 図示し て

いな い 。

　次 に中心色 （MacLaury らはoolor 　foolと して

い る）の ア ンケートであるが，即ち上述の色域の調査

が完成する時 にまた各被験者 に ， 各色域内の各色票の

中に 最も代表性の あ る もの を 1色ずつ 指定させ る 。 そ

の集計 した結果 は図 8 ， 9 に示 したものである 。 今回

は中心色 で あるか ら ， その範囲は比較的に集中するの

で，そ の 図示 も試料セ ッ ト図を大きめ に連続的 に示 し

た 。 図 8は第 1次色に 関する墓本色名で あり，図 9は

第 2次色に関する基本色名で ある 。

　こ こ で い う中心色とい っ て も，各被験者の指定 した

色票 はやは り分散して い るから，その最も多くの被験

者に指定された色票が最も重要な代表性のある中心色

であろうと考えた 。 例えば紅の代表的な中心色 は 1B人

に指定された5R　4／14の色票 であ っ た 。 他の基本色名

も そ れ ぞ れそ の最も多くの 被 験者に指定された色票が

認 められる 。 それら は表 llに 示 したとお りで ある 。 そ

して こ の 結果を他の色名セ ッ トと比較すればその正確

さをも検証で きるで あろう 。

　それに しても表 6に 示したよ うに，「色 譜」および

「中国の伝統 色」と も基本色名がぽ と ん ど使われ て い

な い か ら，こ う い う検証を 同じ漢字を使 う JIS の 基

本色名の基準値
旧）

と比較するしかな い であろう 。 そ う

すると ， 表 1］にも示 したように ， 両者の数値はかな り

表12　三 つ の 中国語の 色名セ ッ トに ある系統色名の 重複状

　　 況表
一一．一．

本 研究 色譜 輜の伝艶皿「「一一一 一、．ゴ「冖−〒｝

色名セ ッ ト の 174 50 30

糸統色名 数 L−．、…r

色名 セ ッ トの 翠縁 ， 青 殀 ． 艷紅 、 殷寒

復す る糸統 色名 淡豫 ， 灰 藍 ， 深灰ヒ广巾h「

色名セ ッ トの 20 正6 10

ク 飾語数

色名セ ッ トの 淡 ．深 ，陪 ， 淺 ， 灰 ，

了
復す る修飾語 鮮 ．艶

表 13 本研究案の 色名統計表
目 

名の 分
』
　 f乱言菊

　　　　 に黼鵤

「書き髞 1

にあ葩名

嚆 と文語の

重愎する色名

合

計

部 の 色名　 232 193 73352

貝 用色 名　　 143 52 17178
糸統色 名　 　 89 141 56「一r「广皿・圃广1・ 174ヒL「酌圃｝…一買

［二二ニー 二＝］ 12t

近 い のである 。 暖色系の基本色名の代表色が更 にも っ

と
一

致する 。

　 しか しこ こ に問題 がな い の で はな い 。 つ まリバ
ー

リ

とケイのや り方は言語学者 E．H ．レネバ ーグの 1956年

の方法
9）
を引用 したものであ り ， その後広範 に言語学

や言語人類学など にも引用されたが，こ の やり方 で問

題 になるのは ， その選定したマ ン セ ル試料セ ッ トであ

る ，
つ ま りその 試料 セ ッ トは ア ン ケートをや りやすく

する ため に ，彩度の要素が省略された こ と で ある 。 そ

の結果 と して ， 中国語の 基本色名の代 表色は UIS に

あ る 「あざやかな1 と い う修飾語 を付けたもの にも っ

と近い 。 こ の問題の
一
歩先の探求 を ， 次報の 本研究と

言語人類 学 に ある基本色名との 比較研究に ま か せ よ う 。

　6．結論

　（1）上 述 し た よ う に
， 本研究の 調査 で は

，
三 文字の 系

統色名は 5％ しか 占め ていな いが ， そ れ は 「書き言

葉」にある系統色名の場合で ある 。 「話 し言葉」にあ

る系統色名の場合は ， ほとんど三 文字の色名を使わな

い 。 こ う い う事か ら見ると，文字 数が少な い ほど常用

的な色名になるの であろう 。 こ のためでもあろうか，

中国語の色名の研究 で は，近頃の中国大陸と台湾との

学者 （筆者を含ん で い る）が ， 「色名は四文字 を超る

べ き で な い」とか 「色名は覚 え やすく，識別 しやす く

あ る べ き」とか 「色 名は 大衆 に受 け入 れ られる べ

き」
5）
な どの 共同意見が出されて い る の は当然かも し

れな い 。

　中国大陸 で は更 に極端に ， 教育程度の低 い大衆に色

名調査を行い，そ して そ れによ っ て 得た色名が最もよ

い色名と思われて い る 。 そうすると，中国語の色名で

は，学 究的な系統色名はあま り存在する余地がないの

で はな いか，そ して色名そ の も の も更に簡明 に ，短く

するべ きであろ うと考え られる 。

　〔2＞また ， 系統 色名の全 体 か ら見 る と ， 本研 究案 ，

「色譜」， 「中国の 伝統色」の 三 つ の 中国語の 色 名セ ッ

トで は，それぞれの系統色名はワ4，50，30個がある

が，その重複した色名は翠緑，青灰，艶紅 ， 殷紅，淡

緑，灰 藍， 深灰 の 7個 しかな い 。それらは勿論 ， 漢字

の 中にも最も重要な系統色名で あろうが ， これに対 し

て ， そ れ ぞ れ の修飾語は20，IS，10個があ る の に，そ

の 重複 したもの は表11に示すように淡，深，暗，淺，

灰，鮮，艶の ア個まで上わまる 。 つ まり，中国語の色

名世界 に は，慣用 色名や系統色名に 限 らず ， 色名その

ものの選定は ， 往々にして 纒め た意見が出されないの

ec 　 　ronlclrary 　
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に 対し て，修飾語 の 方 は か え っ て か な り容易 に 同 じ傾

向が見 られ る。そ して ， そ れ らの修飾語 に は ， JIS

に ある 「こ く」や ISOO −NBS にある 「very 」の

よ うな副詞 を ほ と ん ど 使 っ て い な い 。

　〔3＞本研究案 で は，「書き言葉」にあ る色 名の ベ ス ト

193個には，1髏用色名は52個 しか ない の に対して，系

統色名は 141個 で ある。つ ま り系統色名 は慣用色名 の

約2．7倍で あ っ た 。 表12に示すよう に両者の 比率は筆

者の調査 した 「話 し言葉」にある色名 Dとは正反対で

ある。「話 し言葉」にある色名の ベ ス ト232個 には ， 慣

用色名は 143個があ る が，系統色 名はB9個 しかな い 。

そ こ で 「話 し 言 葉」に あ る常用 的な 慣用 色名数 は ，

「書き言葉」にある常用 的な 系統色 名数 に近 いほう で

あり， ともに多い ほう で ある 。

　こ う い う事 は ， 前に調査 した基本色名の代表す る色

域 の 広さか ら見て も理解で きる で あろう 。 つ ま り f書
き言葉」は書 き綴るものであるか ら ， ゆ っ くり見る こ

とが で きるの で ， 各基本色名が広 い 色域を代表 して も ，

分別する こ とは難しくない 。 これに対 して ，「話 し言

葉」の色名は比較的狭い色域を代表しな いと ， 素早 い

会話にはは っ ぎりした意昧を表現す る こ とが難 しい か

ら，比較的狭い色域をも つ 濱用色名を多く使 っ て い る

よ うに思える 。

　慣用色名が狭い 色域をも つ と い うの は，こ う い う色

名がほとんど自然物や人工物の名前を利用 したか ら ，

それぞ れが自然物や人工物の 色 に制限されたか らであ

ろ う。 自然物や人工 物の色がバ ラエ テ ィ に とん で も，

その範囲が やは りき ま っ ている 。 Ma 巳 rz と Pau1 の

「色彩辞典」
m
や筆者の 調査

1a
とも，こ う い う結論が見

られる 。 「JIS 色名帳」には系統色名区分図がある に

して も ， 慣用色名 として は ， や は りただ 「位置」のみ

を示 して い る
13＞

。

　（4）そ こ で，
一

つ の実用的な中国語の色名セ ッ トを作

る の に ， 「書き言葉」と 「話 し言 葉」にある色名 を補

い合わせたほうがよいと考える 。 実 は 「書き言葉」に

ある慣用色名と系統色名とを ベ ス ト193個に選 定した

の は ， 系統色名 と 慣用色名 と の 数 バ ラ ン ス を 取 る た め

で ある 。 表 1？に示 した よ うに ， 「書き言 葉」にあ る系

統色名の 選定が多すぎ る と ， 色名セ ッ ト全体と して ，

系統色名が多すぎる結果になる 。 そ こ で，「書き言葉」

及 び 「話し言葉」の色名ともに ？00前後に選定すれば ，

互 に 補 い 合 っ て
， 最終的 に 系統色名 と 慣用色名と の 色

名数バラン ス が取れた中国語の色名 セ ッ ト （案）に な

る と考えられ る。

　本 誌に も 既 に 報告 し た よ う に
4）
，筆者は 「話 し 言

葉」にある色名の収集の ため に，1，815人の被験者に

記應の で き る 常用色名を思 い 出させ る こ とが で ぎた 。

その収集 し た 1，349個 （種）の色名の 中か ら
，

ベ ス ト

232個を選定 したと こ ろ，それ らは74人以 上の人 に常

用 と思われる色名であると判明した 。 本論の表 5 と表

4 にある正体タイ プの色名とは ， それ らの系統色名で

ある が，そ の ベ ス ト 5 は，深 藍 （L142回〉，淺 藍

（923回），　日音昂工　（80］匡⊇］），　深 糸工　（793回），　深 糸乗　（7B7

回）で あ っ た。こ れは前述 した 「書き言葉」にある ベ

ス ト5の 臼，黄，黒，紅，緑とは対照的で ある 。

　そ こ で 「書き言葉」にある系統色名と して 141個が

得 られ ， また 「話 し言葉」にある系統色名はB9個が得

られたが，「話し言葉」との 重複 した色名 （重複数56

個）を除くと ， 系統色名は全部 で 174個にな っ た 。 そ

の 中に興 眛ある こ とは，「話 し言葉」にある系統色 名

は60％以上 「書き言葉」にある系統色名と重複 してい

る こ とで ある。こ れ らの 重複 した色名は表 4にある正

体タイプの文字で表示した色名である 。

　そ して この バランスを取るための取 り扱いに従 っ て ，

っ まり 「話し言葉」にあ る 色名 の ベ ス ト？32個，「書ぎ

言 葉」にある色名の ベ ス ト193個を採用する こ と によ

っ て ， 慣用色 名も 1アB個が得 られたの で ， ↑74個の系統

色名との バ ラ ン ス が とれた の で，筆者の中国語の色名

セ ッ ト （案）としての 352個の色数が表 12の よう に 選

定で きた次第で ある 。 そ の 系統色名の リス トは表 4 と

表 5との両方に ある ；そ の 慣胴色名の リス トは既報を

参照ざれた い
a）

。 参考までに JIS の色名 の系統色名の

総数 は無彩色 30個，有彩色 330個，慣用色名 は 168個 で

ある Q

　〔5似 上 に色名そのものの選定も ， 色名の代表色 も調

査 によ っ て 決めた 。 調査 によ っ て 始め て 生活にあ る も

の，例え ば文字数の 少な い色名に選定で き る 。 そ して

厳密 的に調査 したものが始めて厳密的 に 製作した もの ，

例 え ばJIS の数値 に近づ くであろ う。中国 語 と目本

語が同じ漢字を使用 して も，漢字 の 代表する内容 は必

ずし も 同 じ で は な い はずで あ る が，実際 に は こ ん な に

近 い と は少し信じられない ほど で ある。
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